
民間事業者調査（その①・②）について
（もと西淡路小の建物活用可能性調査）
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【資料２】



民間事業者調査①について

ねらい
もと西淡路小学校跡地の既存建物を活用する可能性（関心のある
事業者の有無や施設用途）について把握

調査対象と
調査方法

■その①－１

【対象】既存建物としての活用可能性が高いと考えられる「教育機関」

・大阪府内の私立大学・専門学校・各種学校

・兵庫県・京都府・滋賀県・和歌山県の各種学校

・過去に問合せのあった教育機関

【方法】Googleフォームを利用したWebアンケート
■その①－２

【対象】その①ー１調査で関心の高かった法人

＋建築ストック活用経験・関心等を持つその他事業者

【方法】ヒアリング調査

調査期間 ９月下旬から順次
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計233法人



民間事業者調査①について ＜添付資料（一部）＞
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＜添付資料（一部）＞
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・建物調査の結果、１号棟（２・３階）が長寿
命化判定基準に適合しなかったため、
本市が改修して建物を活用することは困難。

・この他、平成28年の廃校以降、
大規模改修は実施していない

■活用後の維持管理等の主な負担区分（案）抜粋 ■建物について

民間事業者調査①について



○現在の事業内容（運営する施設等）

○「もと西淡路小学校」周辺の立地評価（ポテンシャル）

○「もと西淡路小学校」の既存建物を活用して、運営することへの関心

⇒想定する活用用途・内容、活用する諸室・面積、活用方法

⇒災害時拠点機能やコミュニティ拠点機能を継続した活用の可能性

⇒その他活用にあたっての条件 など

※その①-1と①-2はおおむね同様の調査
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主な
調査内容

民間事業者調査①について



民間事業者調査②について

ねらい
既存建物の活用以外も含めて、
民間事業で活用可能な用途、活用条件などを調査

調査対象と
調査方法

【対象】デベロッパーやインフラ系企業、商業事業者、福祉事業者など

【方法】ヒアリング調査

調査期間 １１月から順次
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主な
調査内容

○「もと西淡路小学校」周辺の立地評価（ポテンシャル）

○跡地活用事業のイメージと事業参画意欲

⇒可能性のある施設用途・内容、面積、 土地活用方法（購入・借地）

⇒一部の既存建物を残して一体的に運営することの可能性（体育館など）

○まちづくりの観点からの提案の可能性、実績 など

⇒災害時拠点機能を継続した活用の可能性

⇒コミュニティ拠点機能を継続した活用の可能性

○活用意欲を高める条件（敷地分割、法令・事業要件の緩和、評価方法等）

民間事業者調査②について



地域住民等へのアンケート調査について
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【資料３】



地域住民等へのアンケート調査について

ねらい
まちづくりへの関与が少ない住民を含めて活用意見を幅広く収集。
どのような施設・機能を求める声が多いのかを定量的に把握。

対象 西淡路・淡路地域の住民など
⇒商店街や小中学校など各所にQRコード付きの調査案内文を配布・掲示予定

＜ご協力のお願い＞
・淡路本町商店街に次ページの調査案内紙を掲示いただけないで
しょうか。

・ご存じの方や関係する団体に案内紙を、メール等で回していた
だないでしょうか。

方法 Googleフォームを利用したWebアンケート

調査期間 10月中旬～下旬を予定
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＜協力依頼文＞

地域住民等へのアンケート調査について
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調査内容

○年齢 ○性別 ○居住地域 ○現在住む地域の居住期間

○西淡路・淡路地域に、必要と思うもの、欠けていると感じるもの

○「もと西淡路小学校跡地」の活用にあたってはどのような施設や機

能、サービスなどあると良いか

○「東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり構想」の９つのテーマ

のうち、「もと西淡路小学校跡地」の活用を考えるにあたり、重視

していきたいテーマ

地域住民等へのアンケート調査について
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